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【資料１２】専門職学位課程（教職大学院）と修士課程（改編後）の関連 
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【資料１３】専門職学位課程（教職大学院）と修士課程（改編後）の比較 

  宇都宮大学大学院教育学研究科 

事項・区分 専門職学位課程（教職大学院） 修士課程（改編後） 

理念・目的 

 学校現場が現に直面している問題から実践研究の

課題を抽出し、理論と実践の架橋・往還・融合を通して

学校現場と共に組織的に課題を解決しようとする中

で、多様な人々と協働しながら対応・解決できる力量を

備えた、高度な教育専門職としての初等中等教育教

員を養成する。 

 教育関係諸課題を多面的・学際的な視点から科学的

に捉え、児童生徒の指導上の諸課題に対応するための

心理・発達に関する学問的・実践的知識を礎に、教科や

教職についての幅広い知識、高度な専門性や理解を実

際の授業に活かし、適切な授業を構成できる研究力・創

造力を有する人材を養成する。 

養成する 

人材像 

 現職院生は，修了後、研究主任や教務主任など学

校改革の中核として働く教員や，将来地域教育界のリ

ーダーや管理職として働く教員を育成する。学卒院生

は，採用後，即戦力となるだけでなく，同僚と協働し学

校改革や授業改善を牽引できる新採教員を育成す

る。 

 教科や教職に関する深い知識・理解に基づく専門性を

実際の授業や生徒指導などに活用し、新たな学びを継

続的に展開できる、教科や教育理論に強い高度な実践

的指導力と専門的力量を有する教員。 

学位 専門職学位（教職修士） 修士（教育学） 

修業年限 ２年 ２年 

修了要件 

教育課程 

修士論文なし、学習成果報告書作成、46単位 

 ・共通科目 20単位 

 ・選択科目 16単位 

 ・学校における実習 10単位 

修士論文、30単位 

 ・専攻共通科目 10単位 

   （共通基礎科目、教職実践科目） 

 ・コース専門科目 20単位 

   （基礎科目、選択科目、特別研究） 

専攻・コース 

1専攻 1 コース 

【教育実践高度化専攻】 

現職院生は、「学校改革力」、「授業力」、「個への対応

力」の３種類の履修モデルを用意する。 

学卒院生は、三つの力をバランス取得できる履修モデ

ルを用意する。 

１専攻３コース 

【学校教育専攻】 

 ・教育科学コース 

 ・特別支援教育コース 

 ・教科教育コース 

教育課程 

の特徴 

①学校現場の教育活動を課題とするとともに、学校支

援の機能を持つ実習科目 

①心理・発達に関する学問的・実践的科目を共通化、児

童生徒の実態に即した教育実践を計画・立案 

②理論と実践の融合と、省察的実践家としての教員を

目指すリフレクション科目 

②教科や教職の専門的・先端的な教育内容を基本とし

ながらも、学校教育の実践に結びつく内容 

③伸長したい力を向上させる現職院生のための履修

モデルと、オールラウンドな実践力を向上させる学卒

院生のための履修モデル 

③教科と教職を架橋する科目の開設、課題解決型の実

践的科目（インターンシップ）の必修化 

④複数の教員による共同授業方式 ④教科専門教員・教職専門教員・実務家教員の協働に

よる指導体制（少人数指導） 

⑤現職院生と学卒院生が共に育つカリキュラム ⑤自律性や創造性など、新たな教育的課題に挑戦的に

取り組む態度を育てるカリキュラム 

⑥県教育委員会等外部機関と連携した、FD による授

業改善 

⑥実践的科目での研究成果を修士論文に反映させ、間

接的にその成果を教育現場に還元 

受験者の 

選択基準 

現職教員及び学部新卒 

 現職教員 学力検査として「口述試験（教育実践概

要の審査を含む）」を課す 

 学部新卒 学力検査として「教育実践に関する小論

文」「口述試験」を課す 

学部新卒及び現職教員 

 ・「知識、研究能力」を確認する入試（「口述試験」を含

む） 

両課程の 

関係 

                       相互補完（資料１４を参照） 

                   理論的裏付け →  

                             ← 学術的実践知の提供 
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 【資料１４】管理運営組織図 
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【資料１５】認証評価に関する証明書
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 【資料１６】自己課題と学校課題の関連と大学教員の関わり（現職院生） 
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【資料１７】自己課題と学校課題の関連と大学教員の関わり（学卒院生） 
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